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ト端末を用いたブレンデイッド e ラーニングによる外国語教育プログラムの開発J (基盤研究 B
平成 26 年度~ 28 年度)の開始 l 年 3 カ月後の平成 27 年 6 月 30 日に、開発の一応の成果を受
けて実践授業の場での稼働を開始した新しい e ラーニングシステム iBELLEs Cinteractive blended 












ことは想像に難くない (Leech 1997) 。しかし Sinclair (1991)で指摘されるように、例えばある
種の品詞標識セット (POS tag set) に準拠着目してコーパスを分析するということは、無条件に
その品詞分類の枠組みを受け入れてしまうことになる。
この問題に関して著者は、例えば Lancaster 大学の UCREL (University Centre for Computer 
Corpus Research on Language) で開発提供されている品詞標識セットである CLAWS (Constituent 























(highlighting) としてシステム的に実現したのが、 CHAPEL (corpus handling and analysis package 








24 年 1 月に稼働した CHAPEL が実装した各種の機能と、実証実験を通して得られたユーザーの
ニーズに応えるための新機能を検討し、後継システムとしての開発研究を行った成果が本論で紹
介する iBELLEs である。 l
1.2 開発の経緯
Okada (2014) で指摘したように、CHAPEL と iBELLEs という一連のシステム研究開発には、(外
国語教育のみに限定されることではないが)教授者としての教員と学習者としての学生の聞に不
可避的に発生する溝 (Davies 2006)) を ICT の活用によって埋めようという基本的な目標がある。
教員が学生に対して予め想定する基礎的知識や、教育目標に照らして設定する各種の項目と、学
生が実際に持っている知識や授業に対するニーズの問での溝(ギャップ)が大きければ大きい
ほど、学生側の学習意欲の低下と教員側の教育意欲の低下が発生しやすくなり (Peacock 2001) 、
その結果として一方向性しか持たない教育効果の低い授業が提供され続けることになる。この、






パックのループ (Okada& Sakamoto 2014) が実現する、不幸な行き違い(ないし溝)の解消である。
そのために、 iBELLEs の教員側機能では、送信されてきた情報を処理し、対面している EFL
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クラス受講者全員の傾向が瞬時に視認できるようなグラフイック機能を重視している 。 例えば、
教材の特定個所に対して何らかの動作を加えた学生の正確な人数が数値で表示されるようなイン





1 .3 全体像の中での iBELLEs : 開発チームの構成
「ブレンデイツドラーニング」、 ie ラーニング」、「反転(自ipped) 授業」、「遠隔授業」等の用語
はそれぞれが厳密な定義のもとで用いられていることがむしろ少ないが、本研究プロジェクトで
は e ラーニングのシステムや工夫を、いろいろな教育手法をブレンドして提供する EFL 教育中
の重要なモジュールと位置付けている 。 また、更に大きな枠組みの中での対面式授業、個別学習、
協働学習 (Dav ies 20 15 ) 、教室外の(いわば遠隔)自律学習などを包括的にカバーする教育プロ
グラムの開発がプロジェク ト 全体の開発研究目標でもある 。
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図 1 .教育プログラムの全体図と iBELLEs
図 l で示すのは、本研究プロジェクトで開発研究を目指す教育プログラムの全体像であり、巴
ラーニングシステムとしての iBELLEs は対面式授業の中で重要な役割を果たすことが示されて
いる (iBELLEs と、学生聞の個別 ・ 協働学習については後述する) 。 図の右端は、教室を離れた
自律的学習モジ、ユールを示しており、 2 ここでの学習が様々な工夫によってフィードバックされ、
実際の対面式授業の場での教育支援に反映されることになる 。 また、図からも明らかなように全
体の学習は学習管理システム WebOCMneげによって支援されており、各種のシステムや web サー
ビスを別個に利用して独自の計画と努力で到達目標に向かうというのではなく、ユーザーとして








(Council on Intemational Educational Exchange) の仲介のもとに米国 ETS (Educational Testing 
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図 2. 研究プロジェクトチームの構成





iBELLEs を中心に据えた EFL 教育プログラムでは、その教育目標を明確に設定し、これに伴っ
て、システムユーザーとしての教員と学生も限定している (Okada 2014b) 。商用の e ラーニング
システムに求められる汎用性と幅広いユーザ一層を想定するのではなく、このプログラムは、東
北大学の学部レベルにおける EFL 教育の中で、特に同学が平成 21 年度から全学部の l 、 2 年次
学生に受験を課してきている TOEFL ITP@ テストのリーデイングセクションを素材とする英語読
解力養成授業のために開発されている o また、教育目標としては、決して高くないリーデイン
グセクシヨンのスコアアップを「総合的な読解学習の結果」として設定し、英語圏の大学におい
ての勉学に最低限要求されるラインである 550 点ないし 560 点以上のスコアを目指している。 7




な EFL 学習へと繋がるものである。また、ユーザーとしての教員には、一定水準の ICT リテラシー
は求められるが、それ以上に、学生のニーズや困難点を瞬時に把握し、その上で動的に授業プラ
ンを変更・修正・設定する能力が求められる。また、 iBELLEs を利用する複数教員間でのアノテー
ション情報の交換という形で実現される拡張性と汎用性に富んだ協働 (Okada & Sakamoto 2010) 
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を重視する姿勢が必要と考えられる 。







な授業運営を強力に支援するというのが iBELLEs の基本的設計思想である 。 そこでは視認性が
重視され、詳細な数値に拘泥することなく、教員の発想、と経験をもとに動的な評価 (dynamic






図 3 で示すように、 LMS としての WebOCMnext に強力に支援される本教育プログラムの中核
となる iBELLEs は、 WebOCMnext のウインドウの中で稼働することができる 。 画面の左下には
WebOCMnext が提供する辞書システムが稼働しており 、学習者は iBELLEs を利用しながら体系














図 3. LMS と iBELLEs (学生ログイン画面)
図 2 の左上で示されている教材開発チームでは、 TOEFL ITP@ テストのリーデイング素材を中
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色のベンを用いてハイライトを施す。 自分のハイライトを Submit ボタンで教員に提出すること







指示に従っ て学生が提出してきたハイライト情報は、図 6 のような形で教員側にフィードパッ
クされる 。
議忌ー;届L五一 戸一一一一一一一一，(l極盟盟IIDG説室長治仁亙語。陛墜型空空空型咽 唱曲 晒震
図 6. 授業中の教員モード画面: (例) r未知単語j 分布の把握
上の図は、教員が学生から送られてきたハイライト情報(この例ではパッセージ中の 「未知単
語J) をリアルタイムで収集し視認している画面である 。 注目すべきは赤色で示された学生から
のハイライト箇所に色の濃淡があるということである 。 先述したように、対面式授業におけるリ
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図 7 . 授業中の教員モード画面 : (例) r トピ ッ クセンテンスJ ハイライトの把握
2 . 1.3 使用アンケー卜調査結果
本論執筆段階では iBELLEs を利用する教員や TA の数は限定されているが、実際の授業でこの
システムを利用した合計 128 名の東北大学学部生に対してアンケート調査を実施した。 工学部 l
年生 l クラス、 2 年生 l クラス、法学部 1 年生 l クラス、農学部 l 年生 l クラスの学部学生たち
は概ね iBELLEs による EFL 対面授業に満足している 。 この 4 つのクラスにおいての教育 ・ 学習
では紙媒体の教材を一切利用せず、全てが電子媒体を用いて行われた。 アンケー ト 集計結果に
ついての詳細な議論は、図 2 右上のシステム開発チームの発表等 ( 日 野 ・ 坂本 2015 ) に譲るが、
教授法的に注目すべきは、 紙媒体教材と電子媒体教材の相関関係についての回答結果である 。 そ
こでは、紙に印字された英文パッセージに対するハ イ ライテイングの困難さを iBELLEs のよう
な電子システムが解消しているという評価と並んで、 ハイライ ト 以外の書き込み(こ れも 一種の
ユーザ一定義のアノテーションである)も学習上必要と感じる、とする指摘がみられる o こ
の よ うなハイライテイングのみではない自分向けのヒン ト やメモのような付加情報付与の仕組み
が、システムが実装すべき追加機能として考えられる 。 また、アンケー ト の自由記述からは、 自
分が所属するクラス全体の リ ーデイングの傾向や、 読解上の困難点を 、 教員画面を教室内の共用
モニタで視認することによ っ て共有できることを、リ アルタイム性を持っ た iBELLEs の利点と
して指摘する意見がみられた。
2.2 動的授業プランの設計
序論で指摘したように、 リ ア ルタイム性を持つ双方向通信を重視した iBELLEs を有効に利用
するには、 教員側にも 一定の資質が求め ら れる 。 それは 、 事前に入念に設計した授業プランを実
際に得られる学生からのフィー ドパックに基づいて瞬時に柔軟に変更・修正して所定の目標に到
達するという動的な授業運営の技術であり 、 教員の想定と学習者の実際の困難点やニーズ聞の講
を iBELLEs を利用して埋めるという作業を具現する技能である 。
これは 、 具体的には l 回の授業セッション内で割り当てておいた何種類かの学習項目別授業プ
ランの変更や、最適な授業 ・学修スタイルの選択に繋がる 。 例えば、 事前の授業プラン設計では
対象英文パッセージの語葉よりも構文についての指導の割合が高くとも 、も し iBELLEs を介し
たフィー ドパックから 、 学習者がむしろ語葉 レベルで大きく蹟いていると判断される場合、 教員
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iBELLEs とそれを用いた動的な授業プラン設計については、本論に先立つて Eurocall 2015 大

















稼働を始めて数カ月の iBELLEs であるが、この新しい e ラーニングシステムがもたらすであ
ろう EFL教育上の効果、および教授法に与えるインパクトは大きなものであることが感じられる。
iBELLEs は無論単体でも稼働するが、本論で概説したように、 WebOCMnext のような LMS に支
援されながら利用される形態が好ましいと考えられる。 e ラーニングとひと言でいっても、学習



























CHAPEL には実装されていない。この備隊機能がもたらす動的な授業設計と運営が iBELLEs 開発の大きなきっ
かけとなっている。
2. 教室外の自律学習を強力に支援するためのシステム開発を現在、平成 27 年度高度教養教育開発推進事業費の
交付を受けて推進中である。また、学習内容や履歴を正確に評価し、授業に反映させるための手段としての E ポー
トフォリオに関する研究も進められている。
3. WebOCMnext: http://130.34.131.67/wn22/Login.aspx (2015 年 9 月 30 日アクセス)
4. かつての LL を用いた英語教育の多くには、ともすれば装置や技術の面に関心を奪われ、肝心の教育内容や学
習支援の充実とそこから得られる教育効果の面に十分な関心を向けなかった、という反省点がある。
5. 非公開が原則の TOEFL ITP@ テスト素材を世界で初めて e ラーニング教育用に提供を受けたことになる。
TOEFL ITP@ テスト以外にも、フォント調整の問題を除いて、 iBELLEs には原則的にどのような言語素材でも搭
載が可能である。
6 無論、他の技能の訓練用に iBELLEs の機能を活用することは可能であるし、今後の応用と発展がさらに期待
されるところである。この点については稿を改めて論じる。
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いわゆる学習スタイルに対する好みが教材を搭載する媒体の差に反映されていると考えることもできる。
10 テステイングと動的評価の問題に関しては図 2 中の教育プログラム開発チームで研究中である。
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